
調査方法： インターネット調査 ＊クイックサーベイ

ボリューム： 5問
調査地域： 首都圏
調査対象： GP一般内科（19床以下）
有効回答数： 130サンプル
調査期間： 2016ফ11月21日 ع 11月22日
調査主体： 株式会社アンテリオ Quick Survey室

勤務先施設に「訪日外国人ষऋ来院したことऋँる」と௦したୢపは62%。

訪日外国人ষऋ来院したৃ合、91%はঽ施設で対ૢしथいたऋ、॥গニॣー३ঙথと൧にかかるৎऋ問となっथいた。

今後、訪日外国人ষ॑積極的に受け入れると௦したୢపは21%にとどऽり、これऽでに訪日外国人ষの「来院経験ँり」
群で28%、「来院経験なし」群ではわずか8%となった。

訪日外国人ষ॑受け入れるために必要なこととしथ、「৩のୁ৾ଢ଼ఊ」「ৢアプリ」「外来での外国人向け説明資材」
「外国ୁに対ૢ૭ચな৩の౻৷」など、ୁط॥গニॣー३ঙথに関するඨ目ऋਜ਼にధ॒टऋ、「ୢ২ृ受入૭ચな
ୢਃ関にणいथの公的੧१ーঅ५」など、公的な支援に対するニーズも確認された。

Quick調査ঞএーॺ「訪日外国人ষの受け入れに関する調査」

調査背景・目的
௰日外国人௴はফرੜਸしਢऐてउॉ、2016ফपはૌுਈৈを記
録した。東京オリンピック・パラリンピックが開催される2020ফप向
ऐ、医のपणःてु、外国人ষ者の受入体のତがऽれる。

今回は首都圏のGP一般内科の医師を対象として、外国人患者の受入状
況等を確認した。
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訪日外国人ষの来院経験
＜単一回答＞
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訪日外国人ষषの対ૢにおける問ਡ
＜複数回答＞
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本調査結果・Quick Surveyに関するお問い合わせ ant-tenquick@anterio.co.jp

訪日外国人ষの受入に対ૢするために必要なこと＜複数回答＞

今後、より積極的に訪日外国人ষ॑受入れたいか ＜単一回答＞ n=130

n=130
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